
【受講料】 １名 <税込> 

正会員 
35,640 円 

本体価格 33,000 円 
一 般 

39,960 円 
本体価格 37,000 円 

 
 
＊会社、健康保険組合とのペア参加をお奨めいたします。 

    お二人目からの参加料は、上記金額の半額とさせていただきます。 
 

正会員 
17,820 円 

本体価格 16,500 円 
一 般 

19,980 円 
本体価格 18,500 円 

 
◎お申込み：FAX又は E-mail、又は当会ホームページでお申込みください。 
後日（開催１週間～10 日前までに）参加券・請求書をお送りいたします 

＊催行最小人数に満たない場合は、中止させていただくこともございますので、 
ご了承下さい。 

＊会員企業一覧は当会ホームページで確認いただけます（https://www.bri.or.jp） 

＊お申込後のキャンセルは原則としてお受けいたしかねますので 
ご出席できない場合は、代理の方のご出席をお願いします。 
 

【申込先】 一般社団法人 企業研究会 
〒102-0083 東京都千代田区麹町５－７－２ 麹町３１ＭＴビル２階 

TEL.０３－５２１５－３５１５  担当：金井／kanai@bri.or.jp  
     

 

 

 
＜健康マネジメント研究シリーズ 第１回＞ 

先進３組合の最新事例に学ぶ 

「データヘルス計画」への取り組み 
手造りでスリムな保健事業／ 保健事業の改廃と仮説検証／ 

実証事業の取り組みと事業主との協働(コラボヘルス) 

 
 

◇日 時◇ ２０１４年１０月１日（水）１３：００～１７：２０ 

◇会 場◇ 東京・麹町 『企業研究会セミナールーム』  

◇講 師◇ 日産自動車健康保健組合 常務理事     高萩 文男 氏  

ローソン健康保健組合 常務理事       山口 英明 氏   

◇講 師◇        日立健康保健組合 保健事業推進課長 根岸 正治 氏 

                           

開催にあたって            

昨年６月に安倍内閣が公表した「日本再興戦略」で掲げた「データヘルス計画」、全ての健康保健組合

にレセプト等のデータ分析、それに基づく加入者の健康保持増進のための事業計画の作成や実施、評価

等を求め、２０１５年度からの実施に向けて動いております。 

２００８年４月より特定健康診査が導入されるなど、昨今、企業の社員に対する健康配慮の必要性が 

高まる中、当会では昨年から事例研究会「健康マネジメントの全社的推進」や異業種交流事業「第１期 

健康マネジメント交流会議」を企画・運営して参りましたが、今回、健康マネジメント研究シリーズの

一環として、標記事例研究会を開催することになりました。 

本研究会では、モデルとなる「データヘルス計画」の策定や効率的な保健事業の実証等に向けて、 

いち早く取り組まれた先進的な健康保健組合の事例から、計画の策定や保健事業の実施において、ポイ

ントなる点を学んでいただき、来年度の実施へ向けての準備の一助としていただければ幸いです。 

 

 
＊ 申込書にご記入いただいた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業や刊行物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 

＊ 「セミナーに関するご不明な点につきましては、当会ホームページより 〔ＴＯＰ〕→〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

141509-0505 ２０１4．10．1＜事例研究会＞【『データヘルス計画』への取り組み」 

会社名 
 

住  所 

〒 
 

部課 

役職 

 ﾌﾘ ｶ ﾞ ﾅ  

お名前 

 
 

TEL                    FAX 

E―mail                                 

部課 

役職 

 ﾌﾘ ｶ ﾞ ﾅ  

お名前 

 
 

TEL                    FAX 

E―mail                                 

 

 

ＦＡＸ．０３－５２１５－０９５１ 番号のお間違えにご注意ください。 

※当会ホームページからも直接お申込みいただけます。 



2014 年 10 月１日(水)開催        ◆ プログラム ◆ 

≪ 事例１ １３：００－１４：２０ ≫ 

日産自動車健康保健組合における「データヘルス計画」への取り組みについて 
～手造りでスリムな保険事業～ 

   【講師】 日産自動車健康保健組合 常務理事  高萩 文男 氏 

 

１．日産健保の概要（規模、組織、財政状況）   

２．保健事業の考え方・運営方法 

３．具体的なデータヘルス活動の説明 

生活習慣病リスク改善への取り組み ／ 生活習慣病重症化予知・予防への取り組み（事業主とのコラボ活動） 

がんの早期発見･早期治療化への取り組み ／ 支援型歯科健診への取り組み 

４．まとめ 

＜質疑応答＞ 

≪ 事例２ １４：３０－１５：５０ ≫  

ローソン健康保健組合における「データヘルス計画」への取り組みについて  
～保健事業の改廃と仮説検証～ 

               【講師】 ローソン健康保健組合  常務理事  山口 英明 氏 

 

 

１．ローソン健康保健組合の概況 

２．ローソン健康保健組合の取り組み 

３．健診データからローソン健康保健組合の課題 

４．保健事業改廃について 

５．結果検証ツールの開発 

６．事業主との連携 
＜質疑応答＞ 

≪ 事例３ １６：００－１７：２０ ≫  

日立健康保健組合における「データヘルス計画」実現に向けた取り組みについて 

～実証事業の取り組みと事業主との協働(コラボヘルス)について～ 

    【講師】 日立健康保健組合 保健事業推進課長  根岸 正治 氏  

 

１．日立健保の概要 

２．日立健保の保健事業への取り組み 

３．第１期特定健診・保健指導の取り組み結果 

４．第２期特定健診・保健指導の取り組み状況 

５．「データヘルス」実現に向けた日立健保の取り組み(案) 

６．その他 

＜質疑応答＞ 

1977 年日産自動車株式会社入社。生産技術部門勤務、2001 年日産リバイバルプランの開発部門推進組織 
3－3－3 推進部へ転籍、2006 年日産自動車健康保健組合 常務理事に就任。現在に至る。 

1984 年西日本ローソン株式会社（現株式会社ローソン）入社。南大阪運営部に配属後、スーパーバイザ
ー、地区責任者。1988 年業務本部人事部主任、会社合併により地区人事主査。1995 年教育人事企画室

人事主査。2007年ヒューマンリソースステーション人事企画シニアマネジャー。2010年ローソン健保組合常
務理事。現在に至る。 

1988 年大学卒業後、外資系医療機器・体外診断薬メーカー、国内バイオベンチャー企業等に勤務し、営
業及びマーケティング部門でマネージャー職を経験。2006 年国内予防医療ベンチャー企業で保険者を対
象に保健事業の企画・立案等コンサルティング業務に従事。2008 年 8 月日立製作所健康保健組合に入
社。特定健診・特定保健指導等保健事業業務を担当。現在に至る。 


